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 第１７号 伊勢崎市立三郷小学校

 
 
 
　 三 学 期 が 始 ま り １ か 月 が 過 ぎ ま し た 。 比 較 的 暖 か な 日 が 続 い て お り 、
子 ど も た ち に と っ て 、 活 動 し や す い の か な と 思 っ て お り ま す 。 交 通 事 故

やけが等には十分注意をして、学習に取り組んで欲しいと願っております。  
　 ま た 、「 不 審 者 」 対 応 で す が 、 伊 勢 崎 警 察 署 に は 巡 回 の お 願 い を 私 （ 校 長 ） よ り し
ております。その他、関係機関とも緊密に連携をしながら対応をしてまいります。  
　 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 」「 イ ン フ ル エ ン ザ 」 等 々 の 感 染 症 に つ い て は 、 こ こ
の と こ ろ 増 加 傾 向 に あ り 、 注 意 し て お る と こ ろ で す 。 う が い 、 手 洗 い 、 換 気 等 の 基
本 的 な 感 染 症 対 策 を 徹 底 し て ま い り ま す 。 ご 家 庭 に お か れ ま し て も 、「 早 寝 ・ 早 起 き
・ 朝 ご は ん 」 の フ レ ー ズ の と お り 、 規 則 正 し い 生 活 習 慣 に つ い て 、 よ り 一 層 ご 配 意
をいただければ幸いです。 
 
 
 
 

　 左 は １ 月 ２ ０ 日 （ 土 ） の 上 毛 新 聞 １
８面に掲載の記事です。 
　 本 校 卒 業 生 の 矢 内 雄 一 郎 さ ん （ テ レ
ビ 東 京 ア ナ ウ ン サ ー ） が 、 後 輩 の 児 童
た ち に 「 夢 は 絶 対 に 叶 う ！ ！ 」 と 熱 い
メ ッ セ ー ジ を 送 っ て く れ ま し た 。 子 ど
も た ち に は 大 先 輩 の 背 中 を 見 て 、 勇 気
百 倍 ・ 発 奮 し て 勉 強 に 運 動 に 頑 張 っ て
欲しいと思っております。  
　 特 別 授 業 で は 、 矢 内 さ ん と 児 童 （ 教
員 も ） の 「 早 口 言 葉 対 決 」 や 「 ニ ュ ー
ス 原 稿 読 み 対 決 」 で も 大 盛 り 上 が り で
した。  
　 「 き ゃ り ー ぱ み ゅ ぱ み ゅ 」「 新 春 シ ャ
ン ソ ン ・ シ ョ ー 」 等 々 に 、 児 童 も 教 員
も大苦戦していました。 

 
 
 
 
　 「三郷っ子だより」第１５号を発行以降、上毛新聞に掲載された本校児童の力作を以下
に紹介いたします。どの作品も子どもの感性が光るものばかりですね。  
 
＜１月８日（月）「上毛ジュニア俳壇」・朝の一句掲載＞  
　 おとうとの小さなしろいはがはえた　 １年　 武井　 愛佳さん  
 
＜１月１１日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  
　 くりくえば父がほしがる「ちょっとくれ」　 ４年　 細井　 陽翔さん 
 
＜１月１７日（水）「上毛ジュニア俳壇」・朝の一句掲載＞  
　 ふでばこはえんぴつのいえあったかそう　 １年　 阿部　 惺成さん 
 
＜１月１８日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  
　 ひこうきが空のチャックをしめている　 ３年　 北島　 帆花さん  
 

子どもたちのみずみずしい感性 いいですね

三学期が始まりました

先輩の背中に学ぶ ５年生キャリア学習



＜１月２５日（木）「上毛ジュニア俳壇　 ２０２３優秀作品」掲載＞  
　 ふゆがきたふゆがきちゃったさむくなる　 １年　 小池　 沙來さん  
　 ※　 小池さんの句は、選者の鈴木伸一先生の目にとまり、「ふた葉の部　 予選作品」に
　 　 選ばれました。なお、この句は既に「三郷っ子だより　 第１４号」で紹介済みです。  
 
＜２月１日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  
　 ふゆのよるピカピカひかるかんらん車　 １年　 北島　 唯さん  
　 ゆったりとりんごほおばるおばあちゃん　 ２年　 星野　 由弦さん 
 
 
 
 

　 １月１８日（木）の上毛新聞１３面で、「２０２３年上毛ジュニア俳壇
投句　 上位３０校」が発表されました。  
 
　 本校は「投句総数で第４位」「新聞掲載数で第３位」という結果で
した。順位は別として、このような「文化的な活動」を推奨・推進するこ
とは、大変意義あることと考えております。  
 
　 以前もお伝えしたかなと思いますが、この俳句をひねる（詠む）活動
の良さ・メリットは、何よりも手軽なことにあります。さほど面倒なこと
はありません。  
　 手軽な割には、言葉を覚え・大切にすること、相手に伝えることを意
識すること、季節感を養うこと、観察の眼が育つこと、感性が磨かれる
こと・・・等々、教育的な効果も高いものがあります。  
 
　 本校児童では、「ふた葉の部において５句以上新聞掲載された者」
として、松本芽依さん（５年）と桒原歩夢さん（３年）、「若葉の部にお
いて５句以上新聞掲載された者」として、鍛治桜音さん（６年）のお名
前も掲載されていました。  
 
　 おめでとうございます。すばらしいですね。  
 

 
 
 
 
　２ 月 ２ ８ 日 （ 水 ） に 、「 三 郷 小 学 校 創 立 １ ５ ０ 周 年 記 念 式 典 」 を 盛 大 に 挙 行 す る 予
定でおります。  
　内容は、以下のとおり「３部構成」になっております。  
 
　オープニング・セレモニー（記念碑除幕式）　　　１１：４０～１２：１０  
  第１部式典（祝辞、沿革史、児童発表等々）　　　１４：００～１４：３０ 
  第２部式典（小倉しんこう氏［本校卒業生］講演）１４：４５～１５：４５ 
 
　 「 オ ー プ ニ ン グ ・ セ レ モ ニ ー 」 で は 、 本 校 玄 関 前 に 設 置 し た 「 記 念 碑 」（ 学 校 教 育
目標と本校の位置を刻んだもの）の除幕式をとり行います。  
　 「 第 １ 部 式 典 」 で は 臂 市 長 さ ん 、 地 元 選 出 市 議 会 議 員 さ ん 、 三 郷 地 区 諸 団 体 所 属
の 方 々 、 三 好 教 育 長 等 々 、 た く さ ん の ご 来 賓 を お 招 き し て 、 １ ５ ０ 周 年 記 念 を お 祝
いしたいと考えております。  
　 「 第 ２ 部 式 典 」 で は 、 本 校 卒 業 生 で ミ ュ ー ジ シ ャ ン の 小 倉 し ん こ う さ ん を お 招 き
し て 、 講 演 を い た だ き ま す 。 演 題 は 「 ＋ － × ÷ 」 で す 。「 小 学 校 で 学 ぶ 『 四 則 演 算 』
を 軸 に 、 自 分 の 小 学 生 時 代 の エ ピ ソ ー ド を 混 ぜ つ つ お 話 し さ せ て 頂 く 予 定 」 と 小 倉
さんがおっしゃっていました。  
　 な お 、 司 会 進 行 や 来 賓 ・ 講 師 紹 介 、 謝 辞 、 開 閉 の こ と ば 等 々 、 す べ て ６ 年 生 ・ ５
年 生 の 児 童 た ち が 行 い ま す 。 通 常 は 教 頭 や 教 務 主 任 が 務 め る 役 割 で す が 、 三 郷 小 の
子どもたちならば立派にやり通せますよ。  
　子どもたちの活躍する姿を想像するだけでもワクワクします。楽しみです。

２０２３年上毛ジュニア俳壇投句上位３０校 三郷小健闘！！

創立１５０周年記念式典が開催されます


